
麻酔の歴史 
 

  

          矢田部智昭    

Department of Anesthesiology and Critical Care Medicine, Kochi Medical School 



Department of Anesthesiology and Critical Care Medicine, Kochi Medical School 

 

1804 華岡青州が麻沸散(通仙散)を用いて乳癌手術 
1842 Longがエーテルを用いて外科手術を施行 
1844 Wellsが笑気(亜酸化窒素)を用いて歯科麻酔を施行 
1846 Mortonがエーテルを用いて外科麻酔を公に施行 
1853 Snowがビクトリア女王にクロロホルムで無痛分娩 
1884 コカインを用いてKollerが表面麻酔施行 
1885 硬膜外麻酔法をCorningが発表 
1898 脊髄くも膜下麻酔をBierが発表 
1934 チオペンタールが麻酔導入に使用される 
1942 ツボクラリンが筋弛緩薬として使用される 
1956 ハロタンの臨床使用 
1981 イソフルランの臨床使用 
1989 プロポフォールの臨床使用 
1990 セボフルランの臨床使用 
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チョウセンアサガオ，トリカブトを主成分とした6種類の 
薬草に麻酔効果があることを発見。 

実母 於継の死，妻 加恵の失明という大きな犠牲の上に，
全身麻酔薬「通仙散」(別名「麻沸散」)を完成。 

文化元年（1804年）10月13日，60歳の女性に通仙散による
全身麻酔下で乳癌手術に成功。 

日本麻酔科学会が10月13日を「麻酔の日」に制定 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:HanaokaSeishu.gif
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:DaturaMetel-plant.jpg
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Torikabuto_01.jpg
http://www.anesth.or.jp/
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紀元前から外科手術は行われていた 

1686 ルイ14世に対する痔瘻の手術 
   →それまで“床屋外科医”のように軽蔑されていた 
    が，この成功から尊敬されるようになった 

1610 ドイツでトラウトマンが帝王切開を施行 
   →母親は死亡。1876年のポロの手術前は100%死亡。 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Louis_XIV_of_France.jpg
http://en.wikipedia.org/wiki/File:Uganda_cesarean_section.gif
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舌部分切除 
 
体の大きい力のある男が椅子の背後に近づき，いつでも 
頭を抑えられるように構えた 

術者は鉗子で舌を挟んだ 

締め付けられるような声を出し，舌を引っ込めようとした 

助手が頭をしっかり抑え，術者はメスで舌を切った 

舌からは血が噴き出し，患者は呆然としている 

助手が患者の両目を覆い，術者は熱く灼熱した鉄ごてを， 
血が噴き出す舌の断端に押しつけた 

患者は何とも言えない声を立てて，やみくもによろめき 
ながら歩き回った 

1840年頃の記録：160年前はまだこのような暗黒の時代 
        痛みのためにショック死する者もいた 
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1800 英国の化学者デイヴィが虫歯の痛みを亜酸化窒素 
   で緩和。→この時に外科手術への可能性を記述 

1823 英国のヒックマン『炭酸ガスを吸入させることで， 
   動物が意識を失い，尾を切断しても苦痛示さず』 

1842 米国のロングが無痛手術を行うためにエーテル使用 

   ロングは手術前に強い酒を飲ませる習慣があった。 

   ベネブルという患者はアルコール飲料のかわりに 
   “エーテル・パーティー”を開いていた 

   ベネブルの手術の際，本人の希望でエーテルを使用 

   ロングはベネブルが全く痛くなかったと知り驚いた 

1844 米国のスマイリーはエーテルとアヘンの混合物使用 

   友人の医師たちからただの幸運だといわれ継続断念 
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1844.12.10に参加した“笑気ガスショー” 
が歯科医師としての彼の人生を変えた 

しばらくすると，友人は痛みが生じるようになった 

Wellsは笑気が歯科治療の苦痛を解放する力を持つと悟る 

翌日，笑気を吸入し，自分の歯を抜歯してもらった 

『針で刺した程の痛みさえ感じなかった。 
 これは我々の時代の最高の発見だ』 

この頃は，笑気ガスを吸って人々が愉快 
になることを売りにするショーが流行 

このショーで親しい友人が笑気を吸って 
笑い跳ね回っている時，すねを強打した 

しかし，この友人は全く苦痛はなかった 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Wells_Horace.jpg


Department of Anesthesiology and Critical Care Medicine, Kochi Medical School 

H.Wells 

1845.1の中旬，マサチューセッツ総合 
病院で笑気を使用した公開抜歯を行う 

肥えた大柄の男が被験者に名乗り出る 

笑気を吸入させ，鉗子で抜歯を試みる 

大きな悲鳴が患者の喉から飛び出した 

「いかさま！」の声の中，失意のWellsは静かに階段教室 
から姿を消した 

肥えた男性でなければ歴史は変わっていたかもしれない 

Wellsは緊張のあまり，十分に笑気を吸入させなかった 

この男性も後に，普段より痛くなかったと証言している 

ただ，Wellsの方法は100%笑気であり，危険性は高かった 

http://horacewells.piczo.com/?g=38822643&cr=2
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William TG Morton 

Wellsの弟子の歯科医師 

1846.9.30にジャクソンにエーテルの使用 
を勧められる 

この日の夜，フロストという患者が急患で 
痛みなく抜歯して欲しいと訪れる 

Mortonは早速，エーテルをハンカチに浸し 
フロストの顔の前にかざした 

フロストは微動だにせず，無痛下で抜歯 

すぐにMortonは新聞社に記事を送った 

1846.10.1のデイリー・ジャーナルに記事 
が掲載された 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:WilliamMorton.jpg
http://en.wikipedia.org/wiki/File:Morton_inhaler.jpg
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William TG Morton 

1846.10.16 マサチューセッツ総合 
病院で，頸部腫瘍の患者アボット 
にエーテルによる公開手術を施行 

エーテルの入ったガラス器具を， 
アボットの口に差し込み，深呼吸 
を促した。 

その後，アボットは手術が終わる 
まで微動だにせず，無痛のうちに 
手術は終了した 

この教室は今も”Ether Dome”と 
してマサチューセッツ総合病院に 
保存されている 

http://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/b/b9/MGH_Ether_Dome_Outside_29Jan2008.jpg
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Wellsは笑気やクロロホルムの安全な使用量を決めようと 
自分の体を使って，研究を続けた 

1848.1.21 Wellsはブロードウェイで2人の婦人に硫酸を 
投げつけ，火傷を負わせ，収監された 

この時，すでにWellsは麻酔薬中毒状態になっていた 

この状態に悲観したWellsは，一時 
帰宅が許可された時に，ナイフを 
取りに帰った 

1.23にクロロホルムで無意識に陥る 
直前に，ナイフで左大腿動脈を切断 
して，33歳の生涯を自ら閉じた 

http://en.wikipedia.org/wiki/File:The_Tombs,_New_York_City.png
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MortonはJacksonと，麻酔の最初の発見者 
はどちらかを争うことに，生涯をかけた 

2人ともWellsの功績は全く認めなかった 

20年近く嘘や買収といった醜い法廷闘争 
を継続することとなる 

Mortonは偏執病に陥り，1868年に脳出血 
で48年の生涯を閉じた 

Jacksonも1873年に精神疾患を発症し， 
精神病院に入院。1880年に死亡。 

2人のライバルはMount Auburn Cemetery 
に眠っている 

http://en.wikipedia.org/wiki/File:Jackson_Charles_Thomas.jpg
http://en.wikipedia.org/wiki/File:Mount_Auburn_Cemeter_-_Misc_View.JPG
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シカゴにある国際外科学会の博物館 
では華岡青州を称える展示がある 

Wellsが悲運の死を遂げた12日後に 
パリ医学会は彼の功績を称えた 

1864年に米国歯科医師会，1870年に 
米国医師会がそれぞれWellsの業績 
を称えている 

一方でMortonやLongの業績だと主張 
する人もいる 

誰の業績であれ，この麻酔の発見に 
よって，初めて近代手術が始まった 
ことは確かである 

http://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/d/de/Horace_Wells_plaque_-_Hartford,_CT.JPG

